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役員視寮研修の報告について

■視察研修の目的

最近は森づくり活動の一環として「本育Jをテーマに研修を行つてきた為、今回は「環境問題」をテーマ

に、行政との関係づくりやエネルギーの現状を取 り巻く環境を知ることにより、労福協が現在行つている活

動の幅を広げていく。

■視察 日程と参加者

◇ 2017年 12月 3日 (日 )

～ 4日 (月 )の 2日 間

◇富士宮地区労福協役員 9名

■視察行程
トヨタ産業技f4配念繊

◇12/3(日 )ト ヨタ産業技術記念館 (愛知県名古屋市)

四日市公害と環境未来館見学 (二重県四日市市)

◇12/4(月 )中部電力川越火力発電所見学 (二重県二重郡川越町)

■参カロ役員から研修を終えての感想
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富士宮地区労福協役職 所属団体 。役職 氏名

会長 テルモ労組 。中央執行委員長 小林 純一

【四日市公害と環境未来館の見学】

この施設は約 50年前に起きた四日市公害の問題を次世代に、その記憶を残すと共に教育の一環とし

て平成 27年 に既存の四日市市立博物館の 1階に当時の市長の肝いりで、環境未来館 として開業されまし

た。年間入場者数は 5～ 7万人を数えます。その入場者には公害教育として小学校の低学年生や行政運営

に携わる環境部の方など年齢や職種も違 う人たちが幅広く来場 しています。

今回、私たちは「語リベ」として当時の状況を後世に伝えている、山本勝治さんから、お話しを聞か

せて頂きました。四日市には戦争当時、軍の施設があり、戦争では大変な被害が出ましたが、その軍の

跡地を使い昭和 34年に第 1コ ンビナー トが造られ、高度成長の経済優先の中、次々とコンビナー ト、高

煙突が建てられ、そこから発生する亜硫酸ガスの大気汚染により、その近隣にある塩浜地区で、たくさ

んの方が、ぜん息などの健康被害に見舞われました。当時、汚染水は川に垂れ流 し、ガスは燃焼させ大

気に放出するのが当たり前とされ、騒音、振動、悪臭と劣悪な環境であり、工場プラン トでも化学爆発

をたびたびおこし労働災害も発生させていたそ うです。その為、地域住民の人たちで第 1コ ンビナー ト



の企業を相手に裁判をおこし、住民側が勝訴 しました。それをきっかけに、企業と行政による硫黄酸化

物の総量規制などの取り組みをおこない、以前の環境を取 り戻すこととなりました。山本さんの話を聞

く中、私の中で印象に残つた言葉が 「目先の経済性を優先すると結果として元に戻すのには人、モノ、

長い時間が掛かり結果不経済になる」と話されていました。今もアジア諸国の中には大気や河り||の汚染

で環境が著しく劣化している国もあり、この四日市での経験を学んで欲 しいと感 じました。またこの四

国市での環境未来館の取り組みについても観光面で言えばイメージダウンになりかねない、負の部分も

ある中、過去の過ちを真摯に反省 し向き合つていることに対し、感心すると共に、私たちの近くでも同

じ時代にヘ ドロの環境問題もあつた中、みならうべきものであると感 じました。

(川 越火力発電所の見学】

川越火力発電所は中部電力の中で最大の発電設備で480万 kw/hの発電能力を保持 しています。また、

その原料となるものは LNG(液化天然ガス)を使用 しています。中電でも石炭・石油 。原子力と様々な

発電設備はありますが、現在はその多くをLNGが 占めています。従業員は関係会社を含め 700人で、

4り12交替で日々止めることなく電気を送 り続けています。この発電所の課題としてはコス トをできる

だけ下げ、お客様に提供することであり、その為に、どの様にすれば効率的に熱燃焼を上げ発電できる

か、またコス トの約 6害Jを 占める原料(LNOを安く購入できるかで、原料入荷には、自社で船を 8隻所

有することで運送コス トを下げていましたcまた LNGを使つた発電だけではなく、コス トと比較して

シェールガスが安いとなれば、それを使用し発電するなど、できうる工夫をして対応をしていました。

その背景には「電力自由化」の流れがあり、世の中から安い電気が求められているところにもあります。

それ以外の課題として、電力会社も作業にはマニュアルもあり、設備の自動化もされているものの、設

備保全に際してはベテラン社員の「感、コツ」の部分も重要であり、マニュアルの行間に書ききれない

部分の教育が大事だと話 していました。また、川越火力発電所構内の見学では、職員の安全に対する意

識も高く、私たちのバスに対しても静電気を LNGタ ンク近くに持ち込まない様にバスをアースする処

理をするなどしていました。また万が一タンクが破損した場合の対策や、伊勢湾内にある施設であるた

め、津波対策などの安全も十分に対応がなされていました。それ以外にも中部電力では静岡に浜岡原発

があり、その安全対策には膨大な費用を費や しており、安全面に対するコス トは他社に類をみない費用

をかけていました。

最後に化石燃料での発電には 2兆円とも言われる多額の金額が、日本国内から諸外国に流失している

ことを考えると安全性が保たれることが前提ですがコス ト安の原発の稼働も自然エネルギーによる発

電が安定的に供給できるまでの間は稼働することも「あり」ではないかと感 じる部分もありました。

副会長 富士宮市職組・執行委員長 伊藤 吉幸

【四日市喘息について】

戦後、高度経済成長の中で経済活動が優先された中で、その代償として、当時誰も想定したことがな

かつたと思われる大気汚染、水質7η染等の環境問題が発生し、その地域に住む住民の健康が犠牲となつ

た。こうした社会問題に、自分が働いている会社もその原因に含まれているという状況は、そこに住む

地域住民としての立場と戦後復旧とい う国策への使命感 との間で大きな葛藤があったことが山本さん

の話から感 じ取ることができたc私たち労働者は、多かれ少なかれ自分の生活のために働いていると思

われるが、もし、自分がこのような立場になつた時、会社を訴えるべきだと理解 していながらも自分の

生活が脅かされるかも知れない中で行動に移すことができるだろうか。こうした不沢1の事態は、現代で

は国際的に法令等が整備されている中で起きにくいとは思 うが、環境問題でなくても、自分が地域のた

めと思つていても必ずし1)そ うはならない状況 t)起 こり得ることを想定 し、市の職員としても職員組合

の役員としても、主観的な自分の立場だけでなく、社会情勢や地域に目を向け、客観的な立場で物事を

提えられるような力を養いたい。



副会長 富士フィルム労組・書記長 鈴木 秀典

【全体を通しての感想】

トヨタ産業技術記念館、四日市公害と環境未来館、中部電力川越火力発電所を訪問し、今まで身近に

あつたものをいかに自分が知らなかつたかということが分かった。学ぶ機会、知ろうとする機会を与え

てもらえ、非常に有意義な 2日 間だつた。今回をきつかけとして興味を持てたことについてもつと掘

り下げていくと共に、周囲のことに感度を上げて知ろうとする姿勢をもつと持ちたいと思ったc

今回参加者の皆様 と交流を持てたことが大きな収穫だつた。見学の中でのご質問の観点や懇親会での

会話など非常に新鮮に感 じた。頂くだけでなく、こちらからも情報や考えを共有できるよう、色々なこ

とを知り、話せるようにする必要があると思つた。

【自労組活動に生かしたいこと】

人の考え方を強制することはできないが、考えるきつかけを与えるような活動を自労組に戻つた時も

していきたいと感 じた。

前副会長 富士 フィルム労組 天野  貞洋

【トヨタ産業技術記念館】

繊維機械館に入ると、糸を紡ぐ技術の変遷が見られる織機が並んでいた。19世紀後半では木製の織

機だつたものが 20陛紀初めには木鉄混成製に変化し、1905年に自動織機を発明したという開発スピ

ー ドには大変驚かされた。また豊田佐吉という人の自らが動き、自らが考え、自らが作った努力は、と

ても想像に絶する()のだと感 じた。「日本の技術力Jと いう言葉は豊田佐吉さんが生みの親だと思つた。

自動車館では、懐かしい車が並べられており、遂々写真を沢山撮影 してしまった。1930～ 1960年の大

量生産、高速化、走行距離 UPの技術確立が国産車の基礎になり、2000年 までの低燃費、大衆性、低

価格等でファミリー層に高い評価を受け、更に今 日に至るまでは低排出ガス、安全性、新 しい動力の開

発等を展示でみることができ、懐かしくt)あ り新鮮でもあつたら

【四日市公害と環境未来館】

大気汚染の DVD鑑賞をしてから、語 り部の山本勝治さんの話を聞いた。実際に四日市第一コンビナ

ー トで働いていた方の話を聞き、公害の発生から多くの人々が健康・生活被害になり、行政と一体とな

つて環境改善に取組み、産業の発展と環境保全を両立させた内容でとても興味を持つて聞くことが出来

た。これから1)日 本の良い環境を維持・向上して行けるように、我々一人ひとりが未来の人達のために、

努力 していかなければいけないと感 じた。

【中部電力川越火力発電所】

浜岡原子力発電所が停止している中、電力を安全かつ安定的にお客様にお届けするために、この川越

火力発電所の存在はとても大事な工場であることがわかった。 4直 2交替で年末年始も年中:稼働 させ

て、24時間体制で発電しており、更に時間帯によつて必要な電力も変わるため、気を抜けない仕事だ

と感 じた。また、クリーンな燃料を使用し、ツト煙脱硝装置の設置、騒音防止、ツト水処理装置など、環境

を守る施設や設備も設けて、環境にも万全を図つており、社会の信頼も得ているんだと思 う。

【視察研修全体について】

他労組のメンバーと2日 間一緒に行動 し、それぞれの会社の話もでき交流・親睦も深めることがで

き、とても有意義な視察研修となつた。

事務局長 ニッピ労組 。中央執行委員長 飯室 憲一

前回まで 3度に互 り実施 してきた里山再生の研修が富士宮労福協のシンボリックな活動に定着 して

きたこともあり、今回は環境について学習の範囲を広げ、四日市のコンビナー トによる大気汚染公害か

らの再生を学ぶ機会を得られ勉強になりました。経済成長期の四日市の公害問題が 5年に及ぶ裁判で



原告が勝訴することができたが、被害者の苦しみは更に長期に亘 り、一度起こした人災からの再生への

道程はその何倍に1)及ぶことを忘れてはいけないと実感 しました。また、2日 日の火力発電所の見学で

は伊勢湾に多くの発電所が存在 していること、LNG以外にも石油や石炭の発電所まで稼働 しているこ

とに驚きました。中部電力が効率よく電力を生みだしていることや、地震や津波に備えた対策を進めて

いること、海底にガス管が埋設 してあることも驚きましたが、帰路の車窓からのコンビナー ト群から立

ち昇る煙突の煙を見て、我々が生活していく上で必要なコンビナー トだが、少なからず水蒸気だけでは

ない基準値を下回る有害物質がツト出されていることは確かで、この地の人達はきれいな空気のもとでは

暮 らせていないことは確かであると思われました。我々が暮らす岳南地域も多くの工場があり、何らか

の廃棄物が出ていることは確かです。しかし産業と生活の豊かさは、いつも隣り合わせに共存している

ことを今回学べたことは、労働者の代表として労働組合活動や富士宮労福協の今後の新たな活動に繋げ

ていきたいと考えます。

幹事     |ア マダ富士宮労働組合・事務局長 吉村 実知夫

視察研修お疲れ様でした。最近では、会社の慰安旅行は小グループ化しバス旅行は久々で楽しい思い

をさせていただきました。 1泊 2日 で日程的にもよかつたと思います。参加者 t)普段から飲み慣れて

いる方々なので気を遣わずに過ごすことができました。視察場所は、どこも初めて行きましたが三者三

様でそれぞれ勉強になりました。トヨタ産業技術記念館は、個人でも行けますが、遠距離なのでなかな

か行く機会がないと感 じます。展示物も多く見応えもありました。自動車の技術は大体わかつているつ

もりですが、織機の技術には少々驚きました。四日市公害と環境未来館では公害に関する市の取組がう

かがえた。語 り部などは、団体でないと聞けないので貴重な体験でした。やはリー番勉強になつたのは、

中部電力川越火力発電所であったと思いますc発電所を見学したのも初めてで全体像を見られたのが大

変勉強になりました。実際に動いている工場見学が一番興味深いと思います。身近なところでは、ふも

と会の住宅メーカーの工場見学など行つてみたいと思いますG

幹事      1富 士フィルム静岡社員会・執行委員 佐藤 亮

この度はこの研修に参加 させていただき、とても貴重な経験が出来ました。まず トコタ産業技術記念

館ですが、実は個人的にも過去名古屋をプライベー トで訪問した際日に付いた場所であり、その時はス

ケジュール上見学は出来なかったのですが、機会があれば行つてみたいと思つていた場所でした。見学

してまず驚いたのは、トヨタが紡績機をルーツに持つという事。入館 してすぐに織機を目にしたところ

で、最初はしつくりこなかったのが正直な印象でした。しかし数々の自動織機を見ると、そのテクノロ

ジーの凄さがやはリトヨタであり日本の仕事だなと感 じました。織機に見入つていたt)のの、やはリー

番の興味は自動車。見学時間を考慮し自動車エ リアヘ足を進めたのですが、ふと「何で織機から自動車

を作る様になつたのか ?」 と肝心なところを見逃した事に気づき、来たルー トを戻 りました。資料を見

ると喜一郎氏が外国を訪れた際に自動車が活躍し産業を支えていた事に刺激を受け、日本が遅れをとら

ない様に国産の自動車産業を立ち上げなければいけないという強い思い、使命感からという事。それは

最初強い反対があつたが思いを貫き周 りを説得 した結果立ち上げる事が出来た。そして数々の改良の努

力を重ねた結果が今 日の トヨタに至る事がとても伝わりました。また、地域に愛され誇 りにされている

事も肌で感 じる記念館でした。この様な「1本、世界に誇れる産業の記念館があると言 うのはとても羨ま

しく、地域産業の意識も高くなるシンボル的な役害1に なるのだろうと感 じました。

次に四日市公害と環境未来館ですが、もつと工業地帯にあると想像していたのですが、市街地にあつ

て意外でした。後に語 り部さんのお話で分かつたのが、公害の歴史をもう蒸 し返したくないという意見

があったために、被害のあった地域から離れた位置に建てられているという事を聞かされました。当時

を知る人からの意見であつたのか、当時を知らない人達がイメージを悪くしたくないという意見だつた



のか、設立にあたつての配慮、苦労が伝わりました。公害の歴史は今の世代にどう伝えているかという

質問に対し、語り部さんからは最近になり資料や講演会等で伝える様になつてきているといつた返答で

した。実際、四国市公害について詳細を知らない世代はまだまだ多いのではないかという印象は受けま

した。これは自分が幼少期から現在に至って住んでいる富士市にも通じる事だと思います。小学校の社

会の授業にて田子の浦のヘ ドロ、工場の排気による喘息の歴史は習った覚えはありますが、そんな事あ

ったんだ程度でそれ以降教わった記憶はありません。これからどんどん新しい世代に替わっていく中

で、どう伝えていくかは大きな課題だと思いますし、公害のあった地域だけで納めてはいけない歴史だ

と思いました。あと、語 り部さんは実際公害を出してしまつた工場に勤務されており、当時は排気や排

水の危険性を感 じていたが、当時としてはやれる事はやっていたとい う認識だつた事が恐ろしい事だと

思いました。公害は個人と企業が一体とならなければ防げない事を痛感 しました。この様な公害の話を

生で聞き目で見れる機会はなかなかない事なので、感 じたものや得た物をまずは自分の働 く現場に落と

し込み意識を上げていく、出来れば周 りに L手 く伝えていければと思います。

二日目の中部電力川越入力発電所は、設備の大きさに驚く事ばかりでしたc近年一番注目されている

災害対策についてはしつかりされている印象は受けました。見学させてもらえたエ リアを見る限りは、

作業環境は良く5Sも行き届いていると思いました。欲を言えば、もつと作業者のいる現場を見てみた

かつたという気持ちは正直ありました。勤務形態については 1直 13時間前後とい う事ですが、4勤 3

体 という事で十分体養がとれる体制になつていると思いました。現在も発電所については色々と議論さ

れている最中です。見て知つた事を頭におきながら、これまでとはまた違った視点でニュースが見れる

ような気がします。全体を通じ、色々な知識を得る事が出来て有意義な時間が過ごせました。また皆様

とコミュニケーションをとる事ができた事も自分にとつて大きな収穫だと思つています。この経験を活

かしてこれから色々な場で意見交換が出来ればと思います。

幹事代行 大宮精機労働組合 望月 大輔

1日 目に トヨタ産業技術記念館をまわり、午後に四日市公害と環境未来館に行き、当時四日市のコン

ビナー トで働かれていた講師から講習を受け、2日 目に川越火力発電所を視察をした。

トヨタ産業技術記念館は、繊維機械から自動車産業へと移 り変わつて行つた様子がわかるよう、繊維

機械館と自動車館に分かれており、繊維機械館では手動で糸を紡ぐところから自動化が進み、現在では

撮った写真の絵をタオルなどに縫えるようになっていた。自動車館では、音の車から水素自動車まで置

いてあり、トヨタの歴史を感 じることができた。自分自身、製造業なので技術の進化の大切さが伝わっ

た。また、昔から変わらない技術もあり昔の技術者のすごさもわかつた。

四日市公害と環境未来館は四日市駅近くにあり、四日市喘息が起きた塩浜地区から離れたところに建

てられているが、経験から得た知識や環境技術を国内外に発信することを目的に作られた。当時コンビ

ナー トで働いていた講師のリアルな話を聞き、高度成長期の日本の労働環境の悪さ、企業は利益優先な

どがわかった。現在ではとても考えられない環境で今を生きる自分にはとても理解 しがたかつた。しか

し同時に未だ労働者の環境はまだ完ぺきとは言えない。これからも労働環境を改善していくのは自分達

なんだと思いました。

川越火力発電所は LNGと い う液体を気化させ、それを燃や して発電しています。火力の燃料には原

i■力や石油・石炭などがありますが、環境への影響を考えLNGを使用しています。公害や安定した電

力の供給をしつかり考えられているのがわかった。

今回、初めて視察研修に参加 させてもらいましたが、小学校の社会科見学とは違い、労働者だからこ

そ共感できることや、歴史を振 り返ることができました。非常に充実した研修でした。



視察じポート① トヨタ産業技術記念館

富士官を出発し3時間半・・愛知県名古屋市にある 「トヨタ産業技術記念館」に到着しました。

自動車の展示があるのかと思いきや、いきなりの織機の数々に驚かされました。本の道具を使い手作業で

繭から糸を紡いでいく実演から始まり、自動織機への移 り変わりを年代ごとに実際の機械を動かしながら

実演していただきました。時代が進むにつれ機械は飛躍的に進化を遂げていきますが、糸が切れた時に自

動的に機械が停止するしくみは現在でも変わらずに継承されており、当時の トヨタの技術力に驚かされま

す。

自動車産業に進出・・・並大抵の努力ではなかつたことが分かります。

至る所に「喜一郎」氏の名言が残されていました。

【発明は努力の賜物である】

人柄・行動力・ リーダーシップ・・・見習 う事だらけです。

トヨタの歴史や自動車の構造、歴代の車から風の抵抗でボディの形が

変化する最先端の車まで、様々な展示があり見応え十分な見学となり

ました。



視察レポ‐卜② 回日市公害こ環境未来館

次に向かつたのは二重県四日市市にある「四日市公害と環境未来館」です。

社会の教科書でも有名な4大公害の 1つ 「四日市の公害」の発生に至る経過や被害、環境改善に向けた

様々な方策等について、子供から大人まで、誰にでもわかりやすく映像や写真を用いて展示がされてい

ました。見学の前に昭和 30年代に加害者である第一コンビナー トの企業で働いていた「山本勝治」さん

から当時の様子を聞くことができました。山本さんは現在 「語 り部」として四日市の公害について後世

に伝える活動をしています。生の声を聴くことができ、とても勉強になりました。
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当時の日本は戦後の復興から高度経済成長期に入 り、昭和 34年に塩浜コンビナー トが稼働 しました。

悪臭魚が出現し、喘慶、の症状を訴える人が増加、四日市公害と呼ばれる深亥1な 問題に発展 しました。

このような状況の中、市の予算での医療費負担が決定され、企業もプラン トと雨水を分ける装置や燃焼

効率を上げる努力、有害物質の少ない石油の輸入等の改善を図りました。昭和 42年に起こした裁判も被

告に国を入れない、原告の人数を少数にする等、早期解決への工夫がされ、昭和 47年原告の勝訴となり

ました。これを機に公害防止費用は汚染発生者が負担すべきという「汚染者負担の原則Jの考えが採用

され、昭和 51年には喘息の主な原因とされる二酸化硫黄濃度が国の環境基準をクリアし大幅な環境改善

がされました。四日市公害の裁判は、全国の公害問題の解決への道を開き、産業と環境保全を両立させ

るきつかけとなりました。

この記念館では過去の歴史を振返り、当時の被害者だけではなく加害者側の企業の証言も展示されて

います。また、環境改善への取組や未来に向けての取組も紹介され、三度と同じ過ちを犯 してはいけな

いという強いメッセージを感 じることができました。
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視察じポート③ 中部電力lll越火力発電所

2日 目は二重郡川越町にある「中部電力川越火力発電所Jの視察を行いました。

まずは会議室にて、業務課の藤森様より中部電力の概要と火力発電のしくみ、入力発電の燃料である

LNGについて説明をしていただきました。見学の前段の説明でしたが、早速皆さんから多くの質問がさ

れ関心の高さがうかがえます。その後施設内を案内いただき、実際に稼働 しているタービン発電機等を

間近で見ることができ、貴重な体験をすることができました。

その後、建屋の外に出て構内をバスで見学しましたc広い敷地の中には大きな LNGタ ンクや気化器

LNG船を受入れる桟橋等多くの施設があり、どの施設も災害等に備えて万全な対策が成されていました

私たちの生活を守るため 24時間

体制で、職 員の方々が働いていま

した。環境にも配慮 された最新鋭

の設備 を見学することができ、 と

ても有意義な研修 とな りました。

2日 間の研修で学んだことは、日本の技術力の素晴らしさと環境への配慮です。産業の発展と環境問

題は一対で考えていかなければならず、難 しい側面もあります。最後に見たバスから見る煙突の煙がと

ても印象的だったことと、四日市コンビナー トの夜景が人気スポットである

という観光ガイ ドを見て少 し複雑な気持ちになりました。私達、労福協の仲

間には様々な職種の方が集まリー緒に活動を行つています。この研修で得た

ことを総括 し、これからの労福協活動に繋げていきたいと思います。

ご参加いただきました役員の方々、大変お疲れ様でした。

(研修報告担当 事務局次長 萩原)


